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はじめに
ζれまで私は研究を家庭.保育所.学校チフィー Jレ |、
として行ってきた。家の中で/:J:ilかとのように-fと色と
辺んでいるか.保育所や学校で保母ゃ教師カB5どもをと
のように保育し教育しているのか.をlH!.し.それル記
録L分析，~~突するということをしてきた。
乙のぬな)J法はさらIC.継絞していきたいと思う。しか
し.これまでの}j法にはにか物足りなさを感じるように
なった。これまでのやり方κ限界を感じたといってもい
し、。
実際子ともたらは家l盆伊保育所や幼稚同や学校以外の
t誌でも「主きている。それはf'llや保母や教師の日のとどか
ないところで生きているという乙とはのである。
乙れまでよりIよい被野で.より全体的な視野から子と
もの寸カtたふとらえてみたいと考えた。
モのために干1alilt冗仲間と農村をたすねていわゆるフ
t ールド.J1j1't~1tしめた。せいぜい月 1<::一度のt坊附では，:H.Iの'.Mt象iLiuることはできるわけがはL、。しかし.そ
こで'tトーきている人々と少しすっ出会う乙とによ勺て.い
.Ltでの研究ではえられなか勺たものかえられるように
感じるのである。それは何か。簡If1Iこ':Lr主主で'l-i.現で主
江い。想、らくその七地で生きている人iの41しのー織に
ふれる乙とができるからではなL、かとJまえている。
はにしろまだはじめたはかりはので何もいえない。今
岡のアンケート調査の報告とお卜の~察は今後の研究の
旅への第一渉である。
1 .研究の動機
1.研究方法上の動機
私はこれまでFどもの教育はいかにあるべきか，とい
うことを研究してきた。私は[，数(tとは人間形成を援助
する ζとであるJと与える。それゆえ.当然の乙となか
ら研究の対象は.JfI..保1;]:，教師か子とらにとのように
かかわっているのかということに|旬りられてきた。保(1
実践や教ff~践4観察記録し， それを分析考'察して.乙
のかかわりについての方法と内界.その怠Jを.Itn :tl1t.~f.í 
ど会少し寸つ明らかにしようとしてきた。
tた.この研究には「人間形成Jとは何なのかという
本'l'.t的な問;遜キ際求する乙とか必要になるので.乙のい
わば永iAの問凶についても考えてきた。なせはら教fTO)
1的は「どのようt.f人聞を脊てるかjという乙とに k勺
て決まるからである。このことは f人IMlとはtsにかJと
いウ間:liJ1!:与える乙とであり . 人!日lに閲す~あらゆる倣
峻かその対象になると考えられる。だから峰子~Iζいえば
ζのようなテーマモ考える乙とLt.研究というよりむ研究
に従事する者かもつべき1;;本的安婚といっていいものか
もしれはL、。そういう怠昧で弘も「人間とはtjにかjと
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いう乙とに対する関心と興味をもってきた。
ともかく私はζれまで-研究の底流に 「人間とはなにか」
という永遠のテー?をかかえながら.研究としては保育
や教育の実際を.特Ic:子どもを育てるという意図をもっ
たはたらきかけ.つまり子どもをめぐる人間関係を対象
にすすめてきた。
しかし.乙の子どもをめぐる人間関係にはその背景と
しての状況が存在する。家庭であり.社会であり.世界
であり.乙れまでの歴史である。だから乙の人間関係そ
解明するためには. ζの人間関係Iζ影響を及ぼしている
ζのような背景1;:まで考祭をすすめていきたいと考える
ようになうた。
ζれは当然のζとであるが.私の場合にはζれらの背
最にたいする検討はなされなかったわけマはないがそれ
ほど重観されていたわけでは低かった。むしろ子どもや
保母.教師の心や行動の中IC. 乙れらの背景がどのよう
に反映しているのかを明らかにする乙とに重点をおいて
きたといっていい。なぜなら先にも書いたように.教育
があくまでも子どもの人間形成である以上子どもになん
らかの影響を与えている要因があったとしても.その要
因が子どもの中κどのように影響をあたえているかとう
かは，子どもそよく理解すればよいと考えていたからで
ある。
客観的な背景や状況というものをどれだけ切らかにし
ても.それだけで、は教育についての研究にはならはし、
例えば.子どもの家庭に問題があったとしてら.その乙
とが子どもにどのような影響を与えているかは.一人ひ
とりの子どもをよく盟解するしかないのである。
しかし，以上のような考え方から研究をすすめてきた
けれども特Ic辰近になって. ζれまで以上にもっと多面
的IC:子どもや教師たちを取りまく状況を明らかκする必
要があると考えざるをえなくはってきた。それだけ子ど
もや大人たちを取りまく状況が俊雑κ江ってきたのであ
る。乙れまでのように子どもの中に入って状況が子ども
に及ぼす影響を明らかiとするζとがそれだけ困難に伝勺
てきたといえる。
いずれにしても.これまでのようK子どもの理解を深
める乙とをさらにすすめるとともに.子どもやおとなを
取りまく状況や背景についても多面的に明らかにして~ I 
き.ζれらの双方から子どもの真のすがたに緩近をして
いく ζとが必要になってきたのである。
その一つの試みとして農村の子どもとおとなの生活全
体を視野ICいれた僻究を始めたわけである。研究の自的
は農村の子どもがいか』ζして育っているかを明らかκし，
そ乙から現代の教育lζ生かせる知恵を引きだし.また問
(2 ) 
題点があればそれを明らかにして今後の教育陀参考』とし
ていく ζとである。私の関心はあくまでも子どもの教育
にあるのであるが.上IC書いたように.そのためにはま
ず今の農村における子どもの生活の実態を多面的Ic明ら
かにしていく必要がある。
ζれが今回の研究の一つの動機である。
2.子どもの現実からの動機
現代の子どもをめぐっていろいろな問題が起きている。
登校矩否，家庭内暴力.校内暴力.非行.いじめなどを
はじめ深刻な問題がある。とれらの原因は単純ではない
だろう。いろいろな要因が複雑にからみあっている。
とζろで私は ζの様な子どもの問題を解決するために
は.今はなくなりつつあるといわれる子ども同士の育ち
あいがF写生するのを望みたいと考えている。
現代の子どもたちは遊び場が少ないため.子ども同士
が切径琢磨するカがおちてきている。子どもは子ども同
士がぶつかりあい.もみあう中ではじめて人K対する盟
解の仕方，人との対立を止錫しながらの関係の在り方な
ど社会生活に必要な多様な能力を獲得してL、くのである。
そとでまず現在において子ども同士が育ちあう関係が
いろいろな地戚Kおいてどのように見られるのか.もう
すでに失われてしまったのか.地域Kよってはまだ干良強
く生きつづりているのか，というような問題を解明する
ために子どもの実態を知りたいと考えた。
そのために子どもの遊びの実態と.子どもの友達関係
をいろいろな地域において調べる ζとにした。その手は
じめとして農村における調査を行った。
3.共同研究者の研究の動機
以上のような掘の動機を基本的なと乙ろで共有しなが
ら.各自が自分なりの問題意識をもち共同研究に参加す
る仲間が集った。
曽本日はその土地で生きている人間と社会との内的連関
を問い直すζとによって，ζれまでの社会科学の方法論
と自らの生き方を悶い直すという研究を志向したいとい
う乙とで参加した。
早川は日本のど乙かに子育ての原理のようなもpが暮
しの知恵として温存されているのでははいかという問題
怠識をもって研究に参加した。
百井は自分の育ちへの祖母の影響の太きさを問し‘かえ
しつつ老人と子どもとのかかわりを少しでも明らかにし
たいと考えた。
又賀は自らがその土地の暮しの知恵を学ひたいという
後勢で研究』ζ参加し.田舎の子どもの特質を明らかにし
たいと恩っfこ。
1自は母子関係の在り}jを丙考するために産婆さんへの
編(智)他:段村ICおける子ともの住活Iζ閲する一研究(j) -H17-
飽きとりをする巾でF育てへのまわりの人々の影響を考
えようとした。
各自かζのような問溺怠議をもち必要lur;じて但東町
を訪すれ.j巳東町の風上と人々とふれあう中で感した乙
と.考えたこと.学んだ乙とをレポートにして報告しあ
L、ながら研究をすすめてきた。(文責.婦 (智)) 
r.研究の経過
1 . 1984年度 (初年度)の玄な活動
(1) 現地を訪問し.土地の人々に会い私たらの研究
ω組旨を話しf型併を求めた。教育委員会にも協力を依頼
した。そして侭点町史や広報を入手した。
12) 現地を訪ずれた時におとなや子どもたちに主1<:
遊びゃ友i金関係をrt心IC話・しをうかがい記録した。
(3) 伝統の行事(あたζ祭)の模様を記録し子どら
/こちIζ隠さ取りを実胞した。
(4) アンケート凋資(子ともの返ひ.友達関係.老
人との関係について)を実施した。司王報告は乙の凋賓の
一部の報告である。
(5) 中織という地域のお年寄りに孫との関係につい
て聴き取りを打ったc
2. 1985年度 {第2年度)の主な活動
(1) 土地の三人の産需要(助産婦)さんに聴き取りを
実胞した。
I~) アJケート誠会の中間報告を行う o i警護教諭，
保健射の研修においても報告を行勺た。
13) 田I主催の企l曲Ij(健燥の広場)jこ参加した。私た
ちの行ったア Jケート調賓の結果か一部H~示されt:.
1.アンケート調査の綴要
1.調査の目的
(1) {-ともたちの遊びと反述関係のー織を明らかに
甘るζと。
12) 子どもが学校，家庭.地主主をどう思っているの
表 1
か.その一端を明らかにすることa
(3) 子どもが祖父母.両統とどのように篠している
のか.その一端を明らかにする乙と。
(4) 以上の(1)から(3)を過して.今後本研究の方向性
を検討するための資料を得る ζとe
2.調査の対象
兵庫県出石郡仰東町の小学校の5. 6 fュ生の全員.中
学校生徒の全員。但東田JKI;i小学校か3校(資母小.合
橋小，高橋小)，中学校か2校(但束中，但東北中)か
ある。内訳は次の表lのll!iり。
3.調査方法
各学校に依頼してアンケートの調査用紙に子とも本人
か直接記入回答する。
4.調査実施期間
昭初59年1月F匂から12月上旬。
5.調査内容
本論文の末尾j[添附。
6 _調査地についての事費税
調子E地(;1，兵庫県出石郡{町東町。{C!栄町は.兵庫県J仁
成部1，但馬の東の端IC{立起し.東経135・のいわゆる子
午線が町を縦断し東南|ヒの三万は京邸府に篠してb崎 e
図， {Il東町の位芭
調査対象の内沢
ぷぞ 小中全体 小学校 中学佼 賢母 IJ、 合縮小 高橋小 但東北中 {日束中
児 246 ] 06 J 40 45 4 1 20 6 J 79 
女 215 84 131 39 33 1 2 65 66 
J十 46 J 190 271 84 74 32 126 145 
( 3) 
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周囲は標高500m級の山に閤まれ，太田11，1:1石川の流
れに沿って資母.合橋.高僑の三地区によって形成され
ている。(図1参照ヲ
但東町は昭和31年9月』ζ資母.合橋.高橋の三村か合
併.東西13.4km，南北18.8km.周図58.7陥.総面舵161
平方km.うち山林が143平方同で総面積の88$bを占め，
耕地面舶は4.7%である。
主要産業は農休業であったか，第一次産業の就業人口
は減少してきており，農業は零細イt，兼業化の傾向にあ
る。高度経済成長期には慈幹地場産業の一つである伺馬
ちりめんが隆織を緩めたが.その後は繊維業界の不況で
伸び悩み，昭和35年以降の人口減少による過疎化と老齢
化現象が深刻な問題となっている。
しかし.厳近は地域の再活性化をはかるためふるさと
運動と祢して但東・ノルクロード協会を町役場のふるさと
開発室におき.都市との交読をすすめている。また道路
網を整備しながら.工喝を誘致したり.子ども会活動の
湯としてキャンプ場を山の中につくるたEど.新しい村お
乙し政策を推進している。
lV.アンケー卜調査の結果の続要
アンケー卜調査で実権した項凶のすべてについての報
告は紙数の都合で困難なので主なものについてその慨要
を報告する。(調査表は本諭文末尾参照)
1.子どもの遊びについて
子ともの遊びに関しては，学校での遊び.下校後の滋
ひ.地戚，家での遊び.一番好きな遊び.一番ょくする
遊び.まな遊びの移り変わり，はどKついて質問した。
11国をおって結果の報告と若 Fの~祭を行う。
(1) 学校での遊び
1 ) .学校での遊びの荷積
『あなたは学校でおもにとんなあそびをしていますか。
3つあげてくださし、。(俊業11をのぞく )Jという質問
に対して.1つ白にあげた遊びをまとめると次のように
なる。(小中全体)
遊びの額納 3定数(人)% 主iとしている子ども
1 .おしゃべり 137人 30~ぢ小中広
2 .サ.， カー 39 8 小中努
3.パスケ yト 32 7 中男
4 .ソフト 24 5 小中男
5.野球 23 5 小中男
日.エスケン 19 4 小男女
表2 学校での遊び tだれと、いつ、と?とで)(実数/ゐ)
全体 中 男 女
310 123 187 169 141 同じ クラスの子
67.2 64.7 69 68.1 65.6 た
69 76 145 71 74 同じ学年の子
31.5 37.4 27.3 28.0 35.3 
れ
7 5 2 6 学年のちがう子 1. 5 2. 6 o 7 O. 4 2. 8 
つ と 8 7 6 2 Z、Lーv の lま iJ> 
1.7 3. 7 O. 4 2. 4 O. 9 目
197 179 376 141 235 
Iz: 休 み 時 間 81.6 74.2 86.7 8 0.1 し、
84 57 27 35 あ JiX. 課 後
18 2 3 0.0 10 1 4.2 22.8 
つ
30 13 1 7 20 10 げ そ の i孟 か
6. 5 6 8 6. 3 8J 4.7 I 
た 203 33 170 70 133 教 室
44.0 1 7.4 62.7 28.5 61.9 
遊 ど
J 6 33 49 2 47 ろ ヲ か
1 0.6 1. 1 17.3 6. 5 15.3 ぴ ζ 
26 68 63 131 105 運 動 場
28.4 55.3 9.6 27.6 29.3 
で 1 1 I 56 55 87 24 そ の 他
29.1 29.5 2 0.3 35.4 1 t.2 
(4 ) 
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(資母小男女)
7.ジントリ 14 3 rtJ女
(但東北rt9;') 
8.ハチニクダン 14 3 小男女
(資母小労女)
9. r'，l1:~ 1 2 小男
(高僑小)
10.ジュヴジカ 10 2 小男
(合橋小)
1. "レー 8 2 小中9;
f学校での遊び』として多いのは.男子はボーノレを用
いた辺ひ(サ yカー， fff~ ソフト ， パスケット . 江ど)
で，!J:.fはおしゃべりである。
小学生の男子は主にサッカー，野I求，中学校の男子は
むζパスケットで，小学校の女チはバレーで.中学佼の
!矢子はおしゃへりかrtJ心である。
集団遊ひは学校Kよって似りが見られるか. ζれは調
査当時に流行していたからと与えられる。 fIt:J.小男女で
はハチニクタンとエスケンか.合橋小ではk子にジュウ
ジカか.但東北中ではよEチ1:ジント 'J (7Jレト'1，ハコ
トリ)，ボンヤッコか流行している。
特色のーっとして.鬼ごっ乙か小11J全体でまたよく遊
ばれていることがあけられる。
玖:1ζ 『γ牧ての溢び』そ u佐ムいつ.とこで，人数.
mm.:'‘ 
. 
'01 
帥.
10， 
.・
.10. 
N・
10・
。。
~ ，ゐ
4・'‘周関ヨ~ n 
k' 亀'<.崎容に.. r、.，、.."'i<・ n 相
i173jilf231:守::!と
についてみてみる。(表2参照)
2) ~ttと
① 表 21:ははいか学校別にみてみると，資母小と
高橋小て'(j:学年の!尽なる友たちとも造んでし、るという
結果が~Ut:o
3 )し、っ
小学校では「欽課後に遊ふJが30$ちなのに対して中学
校になると10匂になっている。特1:合橋小 (36.5%)と
高縮小 (43脱}では欣謝設に齢、予が多い。中学校の
勘合はクラブ活動かある乙と. 下校時のパスの時刻にあ
わせる必要もあり政課後』ζ遊ぶとい今子は少ない。
4)と乙で
「迩動場で遊ぶjが小乍校で55.3%で下数をζえてい
るのに対して中学佼では9.6%であり， r教室で遊ふJ
か小'下校では17.4Qbであるのに対して中乍校では62.8tlo
である。中'学校になると外IqlJて滋ばな くなっていると
考えられる。そして中学生になると「ろうかで遊ぶJか
17.3~ちにもなり小乍生のJ. ISbと比べて多くな っている。
5 )学校で道ふ人数
学校で遊ぶ人数については，6-10人で遊ぶか小学校
iζ多いの1:対して中ヤ:校では5人未尚が多しも。'11女差は
ないようてある。
またクラス全tlで遊ぶ乙とも給協あるようである。
"Q:I‘ 
ω. 
10。
" .. 41.司}、，'<.ifiτ、.'、.'，li'il岡 1-¥1. t吻. 
" h噂 .. 喧8'.，!2 "怜偽 i I 'J:~‘ 仰 IliI胃， ，村吟‘可 I~ .!ι 11 t _ -.，ート ・ L: .>.:.: '.'-t:-寸'u 温『ム 14'11' 川 t~ U f 41( 'z， ，、"_，;I日
表 3 T、校f去のすこし )j 
( 5) 
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( 1 -5人) ( 6-10人)
実数 9包 実数 % 
小学校 48 25$ち 105 37% 
中学校 64 34 69 25 
男 61 29.1 82 39 
女 60 29.1 62 29 
(2) 下絞後の過ごし方
『あなたは学校から帰ったあと，1;1'んζはんまで.た
いたいどんなととをしてす乙しますか。 (3つまでえら
んでください)Jという質問IC:対して，結果は表3の必
りである。
『学校から帰ったあとはんごはんまでの過ごし方』と
しては.小中全体で. rテレビをみるJか76.6%で最も
高く，次に「宿趨をするJ(58.1%)がつづいている。
乙れをみると 4人の子どものうち 3人以上が家1:帰った
後でテレピをみている乙とになる。
小学校と中学校との違いとしては， 小学生の3分の l
(33.7%)の子どもが「塾やけい乙ごとに通っている」
のに対して中学生は10%となっている。乙れは今回の調
査が小学生では5，6年生を対象にしているのに対して.
中学生については全生徒を対象Kしたということと.1i¥ 
とけいと乙とをまとめて質問したとととに関係している
と考えられる。
しかし一方で小学生の3分のl近く (32. 1 ~引が「友
だちと外で=遊ぶJと乙たえている。
また「何もしないでぶらぶらしている」と ζたえたの
は小学生でわずか6.8%であるのに対して中学生になる
と，20.3%にもなる。つまり2客jの子どもたちが家に帰っ
て「何もしないでぶらぶらしているJというのである。
「友だちと遊ぶJ(家の内.外にかかわらず)が.小
学生で42.3$ちにもなるのに対して中学生ではわずか7.8
勾である。乙れはrl]学校になると学校から帰る時聞がお
そくなり遊ぶ時間がないというのがその大きな浬由と考
えられる。
「お手伝いをするJと乙たえたのは小学生で16.3%で
あるのに対して中学生になると30.6%もあるが.はたし
て本当に3分のl近くの中学生がお手伝いをしているの
だろうか。(今後さらに調べてみる必要がある)
男女ぎをみると「テレビをみるJでは男子 (82.5%)
が女子 C76.3S杉)より高いのに対し. r宿題をする」は
女子 (68.8%)が男子 (48.8%)より高く，また「手伝
いをするjも女チ (36.7%)が男子(14.2%)より高い。
学校から帰ったら.女チは皐いうちに宿題を片つ‘けてし
まい夕食などのお手伝いをするという姿が想像できる。
また男子の211Ji!iく(19.1%)か「何もしないでぶら
ぶらしているjと答えているのは注目する必要がある。
(3) 家.地峡での遊び
I )一人遊びの種類
表4 一人遊びの溺所 (実数/労)
全体 中 男 女
7 5 2 5 2 公 団 l.5 2.6 O. 7 2.0 O. 9 
40 28 12 21 19 家 の 庭
8. 7 14.7 4.4 8.5 8.8 
10 4 6 9 回 焔1
2.2 2.1 2.2 3. 7 0.5 
13 6 7 13 。山 や )11 
28 3.2 2.6 5.3 。
2 2 。神 4上 0.4 0.5 0.4 0.8 。
304 113 191 148 156 家のなか
65.9 59.5 70.5 60.2 72.6 
34 24 10 26 8 道 路
7.4 12.6 3. 7 10.6 3. 7 
5 2 3 4 はらっぱ J.1 1. 1 1.1 1.4 0.5 
11 6 s 6 5 
2.3 
そのほか
2.4 3.2 1.8 2.4 
( 6 )
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『学校から帰ってからのあそびゃ.日曜や学校の休みの
日のあそびを書いてくださし、。ひとりでとんなあそひを
しますか。 3つあげてくださし、。 Jという質問iζ対する
結'l!は小中全体で次のようになる。
遊ひ'の種頬 3定数 % 主1:している子ども
1.テレビをみる 1!渇 34$島小<巾
2.自転車道び 37 8 小>中，男>女
3.読書 36 8 91<女
4.マンガよむ 30 7 
5.ゲーム 15 3 小く中
6.プラモデJV.ラジコン 12 3 男
7.レコード，テー プきく 12 3 小<中，男<女
8.川遊び.魚とり 10 2 男
9.トランプ.はなふだ 10 2 
10.バレー 9 2 .~ 
11.ものを.'fく 8 2 男<女
12.小野胸と辺ふ・ 7 2 
13.野球 6 2 男
14.ローラースケート 5 
15. コャル7 5 1 男
16.ホール滋ぴ 4 1 小
(※小>中は小学生より中学生の方が多いことを示す。)
一人遊びは「テレピをみるjが他をぬいて断然高い。
小学生と中学往とを比絞すると中学生の「テレビをみるJ
S容が高L、。乙れは都市.段村iζかかわらず予怨できる乙
とである。
「家の小での遊ひJとしては.泌さ?と?ンカを読む.
ゲー ム. トランプ，そしてプラモデルをつくる(小学生)
レコード.テープ.ラジオをきく(rl学少)かつづく。
「家の外での遊びJとしては.臼事古車遊び (}:U:男寸乙)
か多く，乙れにつづいて兇下iよ11遊び.魚とり.ボール
遊びとっつき.女子はパレーボールで遊んでいる。
員立近郎市でもi旦村でも白+ムif[fζ乗ってあち乙ち遊びま
わる子ともの袋がよく見られるか，乙の場合自転車に乗
ってどのように必んでいるのかをもう少し詳しく調べる
必笈がある。つまりたた1漫然と自転車1:乗っているだけ
はのか.nfL-中lこ乗ることに自分tj， りに喜びを見い山
しているのか.あるいは遊ぴ湯へ行くための情なるf-si
にすぎないのか.について検討が必要である。
一人で遊ぶ遊びとしてまだ川遊びゃ魚と灼. ~lAつりか
Ifわれているのはζの地減の特色のーっとしてみはして
よいと与えられる。
2 )一人遊びの場所
一人遊びの場所は小'11全体で家の'1'が65.9%1よか，中
常生になると70.5%をこえ t小学生は59.5%).またIf..
( 7 ) 
子は72ふもと男子 (60.2%)に比して高い。
3 )きょうだいや友達との滋ぴの極煩
『き主うだいや友だちとどんなあそびをしますか。 3つ
あげてくださb、。』という質問K対する結果は次の通り
である。小中全体でよくする順に岐べる。
遊びの種額 実敬%主にしている子ども
1.おしゃべり 51 1% 中女
2.自転車遊ひ 49 11 玉Ic:.小中男
3.野球 39 8 小中男
4.ゲーム 28 6 小中男女
5.トランプなど 25 5 小中男女
6. TVをみる 24 5 小中男女
7.バレー 23 5 主に小ltl~
8. Ili盤ぴ魚とり.つり 16 3 主に小中男
9.伝球 14 3 主Ic:.小中~:l
10.ハトミントン 13 3 小中女
11.プロレス.ホク y ンク 12 3 小中兇
12.ゾフト 1I 2 小中~J
『きょうだいや友だちとの外での通産び』は.93チの場
合.小中ともに自転車iζ乗って遊んだり.ポ球や野球や
ソフトをはじめとするボールを用いた遊ひや川滋びか主
なもので.女チの威一合は小中とも1':バレーやハト iント
ンをして遊んでいる。
『きょうだいや九たちとの家の中での滋ぴ』としては.
小川』男女とらゲームやトランプをしたりテレビをみたり
しているが，その-)jで中学生一の伝子はおしゃべ均がE
で小中の男子はプロレスやボクシングをしている。
4 )きょうだいや友述との滋び相予と道ひ湯・及びI南青
の関係
きょうたい.友たちとのi!tび相手.遊び湯についての
結果をまとめるとぷ5のようにむる。
① .ittと遊ぶか
小中全体ではきょうだい (36.3匂). I司しクラスの子
(27 .1~) . 近所の子 (30. 1 ~彰)で，特にζれらのいず
れかに偏りはみられない。
&5 jとはないか，小中で比較してみると.き k 今 I~ ~、
と辺ぶのはltう!:ぺ.(39.1 ~ち)の方が小学!生 (3L6~)ι 
り高く ..1釦ζ近所のチと遊必のは，中学生 (14.8<t-lに
あIして小学生は C44.2$b)で圧倒的に小学生のljかおし、
ちなみiζウラスの子と遊ぶのは. 小乍~が23.7~. '11学
生か25.5~ちでJをはみられない。
乙の乙とを男女の聞でみてみると.きょ今t:~ 、と遊ぶ
のは女子 (47.4句)の々がリ11ニ(26.Oq，)より比事か高
く.逆IC:近所の子と滋ぷの1.1.~ r-(20.9'1;)よりうJ子
(32.1 ~杉}の方が向い。
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表5 きょうだい、友だちとの遊び相手、遊び局、及び向ー 者の凶係
(上 :実数、下 :必)
ニメミ 公 国 家の庭 出 畑 UI )1 ilT 社 家の中 道 路 原っ If その他 小中全体l
9 31 。 3 3 89 17 b 6 163 
きょうだいと -司ー...・- -圃』畠 ... ._._-ー・ 4・.-・.・・・.-. 畠 色ー._.. 一.-・
2.0 6. 7 。 O. 7 O. 7 1 9.3 3.7 1. 1 1.3 36.3 
14 6 。 7 5 51 24 2 14 123 
クラスの子と ，ー・.-ー・.- -. ・・-・..'.---.ー・ . 晶 ー・ ・F・，
3. 0 1.3 。 1.5 1.1 1 1.I 5. 2 O. 4 3.0 27.4 
28 19 5 8 23 35 2 14 135 
近所の子と -・.. --_.._・ --.“ .._，.'....ー.._
6. J 4. I O. 2 1.1 1.7 5. 0 7. 6 O. 4 3. 0 3 O. 1 。 3 3 8 4 7 28 
Z、L の 他 ー・・ _..._--- -_....-。 O. 7 O. 2 O. 7 O. 2 1. 7 O. 9 O. 2 1. 5 6. 2 
5 J 59 2 18 1 7 1 7 1 80 J 0 41 449 
小中全体 一ー-.. 晶・-.-.-ー
晶 畠
4・4炉 4・・““
11.4 13. J O. 4 4. 0 3. 8 38 J 1 7.8 2.2 9. 2 100.0 
②ど乙で選ぶか 乙れをみると「公園Jや「道路Jでは「近所のチどもJ
全体としては家の中か38.1Sbで全体の3分の l以上が と澄んでいる場合がー苦手多しつづいて fクラスの子J
家の中で遊んでいる。っついて道路が11.8%.家の庭が 「きょうだb、Jとなっている。
J3.1 Sぢとなっている。家の中で遊ぶのは，小学生 (24.7 また「きょうだいjと遊ぶ所は「家の中Jr家の庭1
%)より中学生 C39 .9~ ) のノ与が高く ， 1乎 (25.2悠) r道路Jの順になっているのに対して. rクラスのチj
より友子 (43.396)の)5が高くなっている。 との遊びt易は「家の中Jr道路Jr公園」というJlli'U;:• 
また神社，山川.田畑，原つばを合計すると10.4%と r i[uiJi-の子Jとの遊び場は. r道路Jr公凶Jr家の中J
なり，約 l押|の子どもが遊んでいる ζとになる。 の順とはっている。
① 遊び相手と遊び湯との関係 (4) 一番好きな遊び
表5は家.地岐におけるきょうだいや友迷との遊びIc rあなたが一癖好きなあそびは何ですか。』というw
関して「た‘れと」と「どとでJ をクロス~l，j十したもので 問に対しての幽答を塗l'Jlすると次のようになる。
ある。
表 6 一 番好きな遊び
守L 生 わ 学 生
男 i丈 男 /;J:_ 
自転車乗り バレーポ-Jレ 自転車乗り
野
魚とり、魚つり 魚とり、魚つり
野球、ゾフト 野妹、ソ フト
外 サッカー
サッカー
小動物と遊ぶ 小動物と遊ぶ 小動物と遊ぶ 小動物と遊ぶ
おしゃべり
ケーム ゲーム ゲーム ゲーム
室 TVをみる TVをみる
本マンガを読む *マンガを読む 本マンガを読む 本マンガを読む
内 レコード レコード レコード レコード
テープをきく テープをきく テープをきく テープをきく
(8 ) 
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遊ひの種競
1.臼転車遊び
2.川遊ひ'魚とり，つり
実数 % '1=.11:している子ども
30 7%小中旬
26 6 小中!月
3.野球
3.おしゃべり.お話
5.バレー
????
? ??
? ?
??
????
小中男
中広
小女
表7 遊ひの移り変わり。 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 
24.3 魚つり(62.7 ) 
18.0・ 魚とり(64.0 
11.3 虫とり 72.7
10.8 木のぼり 63.1
19.7・ 鬼ごっこ (71.6)
23.9 • かくオLAAi'(71.4 ) 
5.9 石けり(43.4 ) 
11.3‘ 石なげ(50.8 ) 
10.0・ かんけり(71.8 ) 
10.4 ~ あやとり(66.2 ) 
7.6‘ Cままわし(66.2 ) 
91・ た乙あげ (81.1) 
26.7 将棋 (47.5 ) 
5.4 木の実ひろい(36.7) 
6 23.9 雪すべ勿(64.9) 
6.3 笹舟流し(52.5 ) 
18 ~ はじめの~~炉( 62.7 ) 
5.6 パチンコ (37.5 ) 。 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
4.1 i コ'ムとぴ(50.3 ) 
35.8 Ilrnとり(60.5 ) 
3.9 
: 
めんと (56.8): 
6.7 . ビー玉川7) 
8.5 お手l.!(59.4) 
3.0‘ }おはじき (51.6)
9.3 チャンパラ(42.3 ) 
18.2 すもう (44.7)
3.7 草花つみ(40.6 ) 
1.3‘ ままζと(51.4 ) 
1.3 お庖どっζ(45.8 ) 
2.6 きせかえあそび(42.1 ) 
6.3・ 竹馬(72.2) 
4.1 かζめかどめ (63.1) 
10.6 かるTこと り (73.8 ) 
3.7 ' -まιりっき(46.9) 
6.3 ちよ紙(39.6 ) 
23.0‘ なわとび(63.3 ) 。 あぶりtJIし(48.0 ) 
35.1‘ 腕すもう(53.4 ) 
1&2 < 馬とぴ(57.0 ) 
6.9 ケンノマ(66.2 ) 
(9 ) 
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6. TVをみる
7.ゲー ム
8.ソフト
17 
17 
14 
9. "7ンガをよむ 13 
9.トランプ.はなふだ 13 
11.サッカー 12 
12.レコー ド.テー プきく 10 
12.ハチニクダン 10 
4 主1:中男女
4 小中男女
3 小中努
3 小中男女
3 小中男女
3 小中男
2 小中男女
2 小男女
(資母小)
12.小動物と遊ぶ 10 2 小中男女
12.読書 10 2 小中男女
『一番好きな遊び』を野外と室内.男女別に整慢して
みた。(表6参照)
『子どもたちの-15'好きな遊び』としては，男子の野
外での遊びは小中とも.自転車乗り.魚とり，魚つり.
ポール遊びで.女子の遊びは小学生がバレーボールてあ
る。
室内での遊びとしては.小中男女ともゲームをしたり
本やマンガを読むをあげており. iテレビをみる」をあ
げているのは中学生で，小学生はあけていないのが特に
注目される。
(5) 一番ょくする遊び
『あなたが一番ょくするあそびは何ですか。』という質
問に対する回答をまとめると次のようにfよる。
遊びの種鎖 実数賞五主にしている子ども
10m:'‘ 
.1・
._ 
1>・
3>)・
11・‘一ー
，.・
1.野球 30 7~杉小中男
2.おしゃべり 27 6 小中女
3.バレーポール 26 6 小中女
3. TVをみる 16 6 小中男女
5.自転車にのる 19 4 小中男
5.ゲームをする 19 4 小中男女
7.魚とり，つり 16 3 小中男
8.ソフト 12 3 小中男
8.ジントリ.7JVトリ 12 3 小中女
10.卓獄 1 2 小中男女
11.トランプ.はなふだ 10 2 中男女
11.サ.;;カー 10 2 小中男
13.読暫 8 2 中男女
14. "7ンカ'をよむ 7 2 小中男女
r一番ょくするあそび』は r一番好きな遊び』とほとん
ど変らないが.小学生が「好きな遊びJ1:あげていない
のにテレピをみているのがわかる。つまりテレビをみる
のは本意ではなく仕方無くみているという乙とがわかる。
(6) 遊びの移り変り
主な遊びについて.乙れまでにしたことがあるか‘今
でもしているかをたずねた。結果は表7の通りである。
小中全体で今でも2割以上の子どもが遜んでいるもの
としては.なわとび (23.腕).かくれんぼ (23.99杉). 
雪すべり (23.99杉).魚つり (24.3%).将棋 (26.7%)
.腕ずもう (35.1%).陣とり (35.8%)である。
rn~ & ‘ 
‘s 、
" ， 
1> ' 一
~ 
11・' 
' 1o.t 
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表自 ふt.:Aの滋ぴ友だちの数
(10) 
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(7) 一緒l1:選んでいる友達の数
『ふだん何人ぐらいの友だちと遊んでいるか』という
質問に対して.一緒iζ遊んでいる友だちの数が5人以上
とζたえたのが小中全体で36.4%もあり.ついで3人
(22.3%). 4人 (19.1%)となっている。(表8参照〉
"'111:1‘ 
輔.
10.0 
".・
， . 
初@
:芦、‘ω ， .〆，
J 、1. 
_ L_I‘，. 一
r . . 
‘ ， 
J 
J ・.、一一、勺.:1 
昔. 
、
『あなたは仲のよい友だちが何人ぐらいいますか。』
という質問i乙対して.仲の良い友だちの数が5人以上と
ζたえたのが小中全体で56%と半数以上もあった。(表
9参照)
a・~:I‘
“・
"・
40.1 
lI.・
nム。
10・
表 9 fqlの良い友だちの数
朗自 :'l(， ，~世%
fo.O 
曲。
同。
S唱。
.H '00 
JOO JO.O 
2" 200 
100 100 
表10 1rllの良い友7ごち I.tEんな友だちか
(11) 
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『とくに仲の良い友だちとはどんな友だちですかJに
ついては，小中全体で「同じクラスの友だちJと乙たえ
ているのが圧倒的に高く六割に達しており，つづいて閉
じ学年の子ども (21.7労)となっている。(表10参照)
一つの特色としては.小学生の場合「仲の良い友だちJ
として「近所の友だちjをあけ'ているのが10.5%もあり.
中学生の4.J$ちと比較して 2倍以上である。
2.子どもの学校観
『あなたは学校をどう思いますか。 lつえらんで、Oをつ
けてください。』という質問はまず「楽しいか.つまら
ないか」をきき，その後でその理由をたずねた。
(1) 学校をどう思うか
全体として「学校を楽しいJとしているのが3分の2
をζえている。小学校と中学校との比較では. r楽しいJ
が小学生 (69.5%). 中学生 (60 . 5~引で小学生のほう
がより学校を楽しいと考えている。そして「どちらでも
はい」は中学生 (27.3%)小学生 (17. 4~引で中学生に
ほるとどちらでもないが4人Ic:1人を乙えている。男女
を比較すると女子の方が男子より学校が楽しいとする比
率が高い。(表1)参照)
(2) 学校が楽しいわけ
『学校が楽しし、わけ』としては， r友たちがいるからJ
が全体で60.3%と断然高t'oそして乙れにつついて
「クラブが楽しし、J(29.7%)， r給食が楽しし、J(22.2 
-偉:1‘
. 
"・
. 
.. 
rJ /:.-ちでも，.い "'. nつ車ら年い 11 
u情 解苔 ‘' 
表11 ・芋校舎 どう思うか
%)， i行事が楽しいJ (18. 7~杉)となっている。 ζれ
に対して「勉強が好きだJ (3.5%)， r先生が好きだJ
(6.7%). r綬業がよくわかるJ (4.6%)がいずれ
も低いのが注目される。(表12参照)
また「綬業がよくわかるJが小学生では8.4%で
あるのに対して中学生でわずかし8~ぢ lζ低下してい
る。 ζの乙とは中学生IC:なってそれだけ綬業が分らなく
なり面白くはくなったζとを物諸っていると思われる。
(3) 学校がつまらないわけ
アンケー卜へのζたえ方が十分κ理解されすlζ楽しい
わけとつまらないわけの双方を選んだ人がか江りあり.
乙の織合は集計上楽しし、わけを選択したものとみなした。
乙のため実際はもっと多くの人がつまらないわけを~ん
でし、たのだが錨十の結果，小中全体で「つまらなb、わけ」
を選んだ子どもの実殺はかなりへった。
実教が少ない乙とを考慮したうえでみてみると. r勉
強がき らL、Jが多しこれにつづいて「楽しいととがな
L、Ji家の方が楽しい」とつづく。 r友だちにいじめら
れるjは中学生より小学生の方が高L、。また「勉強がき
らいだJが小学生IC:高いのに対して「先生がき らいJ
「侵業がわからなし、」は小学生より中学生の万が高くなっ
ている。(表13参照)
(4) 学校を楽しくするには
『学校を楽しくするために.どんな乙とをしたらいい
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表12 乍校が楽しいわu
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小>中.男<女と思い玄すか。』という質問K対する自由記述のlロl答を
援用すると次のようになる。 2.休み時間をI告やす 42 9 小中男女
どうするか 実数%王U:.香し、てL、る子ども 3.行事を増やす 34 7 小中男女
J. i中聞はずれをしない 63 14% 小中男女 4.楽しいととをする 25 小中男女
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5.勉強減らす 12 3 小中男女
6.規則ゆるめる 1 2 中男女
7.宿題滅らす 7 小男女
8.性格をなおす 5 2 小中男女
「仲間はずれをしなL、」が最も多く.学校が楽しいわ
けにもあらわれていたように.学校を友遥関係でとらえ
ている。 r仲間はずれをしないJと「性格をなおす」以
外の項目が.学校の.(f_り方を改善する乙とであるのが注
目される。
3.子どもの家庭観
次に子どもが自分の家をどのようにとらえているかを
みてみた。
『あなたは自分の家の乙とをどう恩いますか。 lつえら
んでOをつりでくださb、。』という乙とでまず「楽しい
か，つまらないか」についてたずねた。
川 自分の家庭をどう思うか
小中全体で楽しいと回答した者が64.8%で3分の
2か自分の家が楽しいと乙たえている。(表14参照)
小学生は約4分の 3.74.3%が f楽しい」と ζた
えているのに対して.中学生は58.3%が 「楽しい」
としながらも. rどちらでもなし、Jが35.1%にもの
ぼっている。ちなみに小学生の「どちらでもない」
は15.8労である。
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「家がつまらないJと回答した者は「少しつまらないJ
が22人 (4.8%)rとてもつまらないJは4人 (0.9%)
である。
(2) 家が楽しいわけ
自分の家が楽しいと回答した者1:，その理由をたずね
ると次のようになる。
「家が楽しいわけ」
小学生 % 中学生 % 
1.好きできる 32.1% ，1 .くつろげる 34.3% 
2.家族で遊ぶ 24.2" / 2.好きできる 23.2 
3 .家族で話す 23.2 ^  3.家族で話す ‘16.2
4 .くつろげる 20.0 • 、4.家族で遊ぶ 11.1 
5.親が解かる 18.4 5.親が解かる 10.0 
6.家族で仕事 0.5 6.家族で仕事 5.2 
7.その他 5.3 7.その他 1.1 
小学生か「好きな乙とができる」を第ーにあげている
のに対して中学生は「くつろげるjをあけ'ているのが対
照的である。また家族で選ぶは小学生が24.29ぢであるの
に対して.中学生になると11.1鋭と半減する。
(3) 家がつまらないわけ
「つまらなしリと回答した人散はわずかであったが.
その理由を念のためKあげておく。少しの人数でも知っ
ておく ζとが大切だと考えられるからである。
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itJlが自分の乙とをわかってくれない」
「家族があまり話あわない」
「家の手伝いをさせられるJ
小中
4人 3人
2 3 
2 5 
「帰った時1(.家にだれもいない」
「好きは乙とができはいl
「くつろげないj
「その他J
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表16 おりさんとどんな話i'するか
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(4) 父倍とどんな請をするか
『あなたはお父さんやお母さんと.おもにどんな話を
しますか。 3つまでえらんでくた冒さし、。』という質聞に
対する回答は次のようになる。
1 ) 母親との話題
子どもと母親との話題としては.小中全体で8割近く
の子どもが「学校や勉強のζとJをまずあげている。そ
して半数以tの子どもが「友だちの乙とjをあげ，つづ
いて「テレビや新聞で話題になったζとJr自分の将来
の乙とJr家族の乙とJr家の仕事の乙とjとなってい
る。(表16参照)
小中別IC:多い!順から枝びかえてみると次のようになる。
[母親との話題]
小学生 中学生
1.学校 (80S;ぢ) 学校 (79 ~ぢ)
2.友達 (59.5%) 友達 (47.6S;ぢ)
3.テレビ，新聞 (31.1%) '"将来 (37.3%)
4.家族 (21.1%) / テレビ，柄謂 (30.6%)
仕事 (21.1%) ./〆
5.将来 07.9%)〆 家旋(16. 2~ぢ)
6.悩み (12.1%)ヘ 仕事(l3 .3~引
7 .娯楽 (6.8%) ~ 娯楽(8.9~彰)
8. 、、悩み(6.6%) 
小中の比較をすると「自分のなやみ ζ とJが小学生
I~，， : ，‘
調・・」ー
‘'。‘一ー
>・・・1-
". ~.I- I - I ! 
"・Pいい4パ_ 1.・
(12.1 ~れから中学生 (6.6%) と半減しているのにた
いして f自分の将来の乙とJが小学生 (17.9;ぢ)から中
学生 (37.3%)と倍以上に増える。 r将来」の乙とも
「悩み」の一つに違いむいが.中学生になると進学や進
路の問題が母親との話題の中で大きな比重をしめている
ようで=ある。
男女別の比較をしてみると. r友だちの乙とJは女子
の万が高く(男子41.I~ぢ ， 女子65.6，引 . r悩み」につ
いては女子 04.%引が男子 (3.7銘)の 4倍にもなっ
ている。乙れに対して 「家の仕事」については男子 (22
%)で女子 00.2%)の2倍になっている。
2 ) 父親との話題
父親との話題をみてみると.小中全体で一番多いのは
「学校や勉強のζとJ(62%)で母親との混合と同機で
あるが. 2番目IC:多いのが「テレビや新聞で話題になっ
ている乙とJ(34.3%)で.3番目が「友だちのζ とj
(28.9%)で.母親，との場合と逆になヮている。(表17
参照)
乙乙で小中の比較をするために多い1a1C:並ひかえてみ
ると次のようになる。
[父親との話題]
小学生
1.学校 (67.4%)
酷也 :y.
7・.
国 H-一一ーーー ーー一-1.・e・
soo 
40.0 
中学生
学校 (58.3勿)
表18 れ分のfi:んて、いるところ令 rぅ.1E、うヵー
(16 f 
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2.友達 (43.296)... >'テレヒL綿閉 (38.7%) 
3.家族 (3悩)"~ /将来 (36.2%)
4.テレピ.新聞 (27.9$引に 仕事(19.9雪:i)
5.仕事 (26.8%) ~、友達(18.8%) 
6.将来 (17.9%) 、家族 05.9%)
7 .娯楽(7.996) 鋲楽(10.7%)
8.悩み(6.3%) 悩み(2.6;'6) 
上の小中の比較をみるとかなり異はっている ζ とがわ
かる。父親との話題で.小学校から中学校になると「友
達j の話題が43.2~包から 18.8%IL，また「家族」の乙と
が30鋭から15.9%1ζ大きく減少しているのに対して.
「テレビ.新聞Jの話題が. 27.9%から38 .7~桜花 . また
「将来の乙とjが17.9%から36.2%1ζ増加している。
つまり父親との話題は.小学校から中学校に成長する
につれて，家族や友速についての話題からより社会的な
7 スコミの話題とか将米のことに変化してきていると考
える乙とができる。
男女別の比較では「悩み」については母親のように涯
はみられなかった。
3 ) 母線との話題と父親との話題の比較
小学校U::[3いてはほとんど違いはみられはL、。中学校
で比較してみると次のようにな「た。
中学生の乎どもとの話題
母観との話題 父親との話題
'1'... ~ 
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1 .学校 (79%) 学校 (58.3錫)
2 .友達 (47.6%)， テレビ.蹄司 (38.7船
3 .将来 (37.3%) "-._ 将来 (36.2%)
4 .テレビ.新聞 (30.6%ト'-./仕事 (19.9%)
5.家族 (16.2%) / 、友達 (18.8%)
6.仕事 03.3別/ 家族 (15.9%)
7 .娯楽(8.9銘) 娯楽(10.7%)
8.悩み(6.6翁) 悩み(2.6%) 
中学生になると.相手が母線か父親かによって話通が
変ってくる。つまり母親との話題は「友達jの乙とが第
2番目であるのに対して父親との話題κは第5香自には
り.道1:r家の仕事」のととが第S番目から第4-1番目に
なっている。
4.子どもの地盤主観
自分の住んでいると ζろ(地境)についてどのように
考えているか，たずねてみた。
rあなたは自分の住んで。いると ζろをどう思いますか.
lつえらんでOをつけてく fごさし、。』という質問1:対す
る回答は次の通りである。学校観，家庭観と1笥じように
まず「ょいところか.いやなと ζろか」をたずね.続い
てそのわけをきいた。
(1 住んでいると乙ろをどう思うか
全体として「ょいと乙ろ」と考えている子どもが57.7
9ぢ. rいやなと乙ろJと与えている子どもが21.5%であっ
m~ ， ‘ 
制。
'0.0 
lO.O~い_ ，.
IU 
表19 il'んで1、る tこ人がよいわけ
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た。 r少しいやはとζろjと 「とてもいやなとζろJと
をまとめて「いやなと乙ろ」としたのであるが.乙れが
全体で2割を乙えるわけである。(表18参照)
小学生と中学生とを比べると，小学生の4人のうち 3
人 (74.2%)が「ょいとζろJとこたえているのに対し
て，中学生になると46.296と半数を割っている。
そして中学生の場合「いやなとζろJと乙たえている
者が.3!JJをζえている。つまり10人の中学生のうち3
人までか自分の住んでいると乙ろをよく患っていないの
である。
(2) 地紙をょいと考えるわけ
住んでいる地媛そ「ょいと乙ろJと考える箆由として
は. r自然に恵まれている。 J(519ぢ). r仲のよい友
達ができるJ(1896). r遊ぶ場が多いJ ( 1 3 .2~杉)と
つづく。(表19参照)
(3) 地縁をいやなと乙ろと考えるわけ
r~、ゃなと乙ろJ と考える時由としては「漬物が不便J
(17.15杉). r交通が不便J(10.4'15). r生活の変化
が少ないJ(5 %)となっている。(表20多照〉
(4) 住んでいると ζろに乙れからも住みたいか。
回答を「住みたいJr移りたいJ1:大別すると.小学
生の楊合は「住みたい」が43.1%.r移りたb、Jが11.1
形で. rどちらともいえない」が45.8%あるとはいえ.
まだ「住みたL、」が断然多し、。ζれに対して，中学生に
なると「住みたし、J が18.8~杉. r移りたb、」が30.6%と
開P‘1:'‘
"・
m・E
「 ← 一一十I ~ 
逆転する。(表21参照)
また男女別をみてみると女子の場合「どちらともいえ
ないJが57.7%にもなる。乙れを「移りたい」と合計す
ると.8096になるが，女子の場合は結婚して土地を離れ
るζ とが関係していると恩われる。
(5) r住んでいると乙ろをどう思うかJと「住んで
いるとζろに.ζれから住みたいかJとの関係
上記叫1)と(4)とをクロスさせてみたものが表22である。
ζれを「とてもよいJr少しよL、Jを「よいJκ.r少
しいやj と「とてもいやj を r~ 、やJ 1<:.また「絶対住
みたいJと「できれば住みたいJとを「住みたいjに.
「できればかわりたいjと 「できるだけかわりたいjを
「かわりたLリにそれぞれまとめたのが表23である。
ζれをみると地岐を「ょいと乙ろJと思っている者
(266人.57.7%)のうち「どちらでもないJが119人
(26.1箔)で半数近くをしめている。また 「ょいとζろ」
と回答しておきながら「かわりたb、Jが34人 (7.4%)
みられた。 ζれに対して.t由岐に「住みたいJと回答し
ている者 033人.28.9%)は.そのほとんどが同時に
地域安「ょいと ζろJと考えている。
また同じ僚に地域に対する否定的なうけとめ方をみて
みると，地域を r~、ゃなとζ ろJ と!思っている者 (99人.
21.5%)のうち 「とちらでもなL、」が40人.8.7%であ
るのに対して.地獄を「かわりたし、Jと回答している者
(.104人.22.5%)のうち.逆に 「ょいと乙ろJと思っ
ØI~ ' ‘ 
"C 
拘 e
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表21 これからも住みt:.~ .か
表22 地以をどう思うか、地被1ζ住みたいか(実数/%)
住んでいると乙ろ 、 乙れからも住みたいか
絶 対 できれば どちらとも できればできるだけ
N 住みたい 住みたい いえな いかわりたいかわりたい A 
32 65 57 14 。 169 
とてもよいと乙ろ ー ・.--- ・
6. 9 14. I 12.4 3. 0 O. 2 。 36.7 
住 4 J 2 62 15 4 。 97 
ん 少しょい と 乙ろ -‘ ・且 ・， . .ー ・. ---- 一 一一・
で O. ¥) 2. 6 13.4 3. 3 0.9 。 21.0 
L、 。 6 61 13 2 。 82 
る どちらともいえない .ー 圃喝・
と 。 1.3 1 3.2 2. 8 O. 4 。 1 7.8 
乙
4 34 2 6 。 77 ろ 少しいやはところ
{:了 O. 2 O. 9 7. 4 6. 9 1. 3 。 16.7 
と
つ 。 6 7 8 。 22 とてむいやなととろ
思 。 O. 2 1. 3 1.5 1. 7 。 4. 8 
つ
か 3 5 3 1 14 
N A ・
O. 7 1.1 O. 7 O. 2 O. 2 O. 2 3. 0 
40 93 223 82 22 46 1 
合一‘--
8. 7 2 0.2 48 4 17. & 4， 7 O. 2 J 00‘O 
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表23 地紙をとう思うか、地威に{主みたいか(実数ノ%)
住んでいるとζろに、乙れからも住みたい
住みたい
どちらとも
かわりたい N A A十
いえない
113 1 I 9 34 。 266 
住 ょいと乙ろ ..ト晶.'. 司・.. . -ー.. ー・.晶・・4晶..・-.. 晶 晶・ a・a・
ん 24.6 25.8 7. 4 。 57. 7 
で
どちらとも 6 61 15 。 82 b、 宇一守一一 ..噌' .・
る いえない 1.3 13.2 3. 2 。 1 7.8 I 
と
6 40 53 。 99 ζ や な -・ー "・ .ー・， ..ー守 骨争. ..干
ろ と ζ ろ 1. 3 
を
ど 8 
フ N A 
思、
1.8 
つ 133 
か ~t ー ， ー
28.9 
ているものが34人.7.4%もあるという結果がでた。
つまり fどう思うかJの聞いに「ょいと乙ろJ r~ 、ゃ
なと乙ろJと乙たえても、具体的に「住みたいかjという
と「どちらともいえ低い」という回答がかなりみられる
という乙とである。
t主白される点は.住んでいるとζろそ「かわりたいJ
と考えている人のなかκ地域に対しては好感情を持って
いる者がかなりいるという乙とである。 ζの点はさらに
検討してみる必要がある。
5.学校観，家観，地繊観の相関関係
学校.家，地援をどう思っているか.についての3電
クロスをだして作成したものが表24である。
乙れをみると学校，家.地域のいずれに対しても「と
てもよいと乙ろ」と考えているものか全体で51人 (1S引
いるという ζとである。また学校.家.地境のどれにも
好感をもっているものが167人 (36.29ち).つまり 3人
に l人以上もみられるという ζとである。
乙れは小学生は小学生全体の36.8%1となり.中学生は
中学生全体の35.8%ICあたる。
6.子どもの手伝いと仕事
(1) 手伝いや伶事をするか
『子どもが家の手伝b、や仕事をするかどうかjに対す
る回答をみると. rときどきするJが小中全体，小学生.
中学生のいずれも約56~ぢで最も多い。(表25参照)
(2) 手伝いや仕事の内容
どのような手伝いや仕事をしているのかをみてみると
8. 7 11.4 。
3 2 14 
-・. •.. ... ... -ー_，._晶 .- -
o. 7 o. 4 O. 2 3. 0 
223 1 04 461 
-・_-...... --
48.4 22.5 O. 2 1∞.0 
(20) 
小中全体で・多い順iζ 「食事Ji掃除Jr風呂Jr洗虐」
「動樋物の世話Jr畑の仕事Jiお使いJとなっている。
(表26参照〉
V.考察と今後の課題
今回の調査は私たちの研究の第一歩である。まずこ明舷
な乙とは言えはいか調査の結果をまとめると次のように
なるであろう。
表24 学校、家、地域を楽しいと思う
(@=とても楽しい、 0=少し楽しい、%は461人中)
学校 家 地場 小中全体 小学生 中学生。。。 51人 15人 36人。。。 J 0 6 4 。。。 7 3 4 。。。 39 14 25 。。。 10 3 7 。。。J 3 6 7 。。。 12 7 5 。。。 25 16 9 
167 70 $17 
(36.2) (36.8) (35.8) 
場(智)他 :tr1村における子どもの生活1:関するー研究(1)
箇~ : I‘
“今.
2・e
? ???? ?
1:;::'‘ 
:干
"0.1 ~-
lJ)・
表25 手伝レや仕事をするか
1.遊びについて
(1) 学校での遊びは男子がポーノレ選ぴが中心で女子がお
しゃべりが巾心となっている。まだ校庭での集団遊びが
かなりみられる。
(2)下校後のすζ し方をみるとテレビの影響が大きいが.
小学生の3分の Iili:くが野外で遊んでいる。
(3) 地峡での遊びとしては.向転車遊びも人気がありm
，ti，の子ど'ものあそびとの共必点がみられる。野外での遊
びIc:はまだ川辺び，魚とりがみられる一方で.家の中で
の遊びにはゲームウォッチなどのゲームが流行し始めて
いる。
(4) 遊び相手としては小学生の場合.近所の子どもと遊
ぶζとが多L、。遊び場は道路，家の陸.が主であるが，
まだ山川.神社，原勺ぱで選んでいる姿がみられる。
2.学校観，家庭観.i也鑓観について
(l 6割以上の子どもが学校を楽しL、と ζたえているが.
その理由としては「友だちがいるからJrクラブが楽し
い」が主なものであるのに対して.勉強， f:受:$，を楽し
L、fl!由ICあげている者が少なかった。また学校を楽しく
寸るために「イ中聞はずれにしなし、Jそ第一Icあげている
のが待日される。
(2) 自分の家については.小学生の 4人のうち 3人が
「棄しいJと乙たえているのに対して.中学生は6割ili:
くが「楽しいJとしながらも， rどちらでもなしリが35
6ちにものぼっている。家が楽しいf型的として'1'学伎の3
分の lが第ーに「くつろげるJをあげているのも注目さ
れる。
(3) 住んでいるところ(地域jについては.小学生の湯
合4人のうち 3人が「ょいとζろJとζたえているのに
対して.中学生IUaると半数を害1)っている。そ して中学
生になると「し、ゃなと乙ろJと乙たえている省が3剖を
ζえ， rど乙かに移りたいJ(30.60-6)が 1ftみたいj
(18.8%)より大きく上まわり 「どちらともいえないJ
が半数IC達している。
以上のような結果から考えると.但東町の子ともの遊
びは.都市とか農村とかに関係なく.現代の子どもの遊
びと共通すると ζろが多くみられるけれども，ま/ごわず
かながらも自然、の中での遊びがみられるなと.地J或の特
色iζ応じた遊びか銭っていると考えられる。
地元の高名な教育者の東井義雄氏は，自分たちの1:ん
でいる地域の~，~、と乙ろが顧りみられなくなり 、 現代の
社会の大きな流れの中にのみζまれてしまう傾向か強かっ
たと私たちに語っていた。
rUIぴ乙学校Jの生徒の一人であった佐藤藤三郎氏は.
今日の文化か都市的，消費的である点iζ疑問を役けかけ
文化は[浴するJものではなく「耕す」ものなのだと指
(21 ) 
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摘している。そ してまだ段村には耕す文化の芽生える可
能性が失なわれていないという。
確かに農村の子ともであっても田知IIIζMjる機会は少は
くなったようである。しかしそれでもまだ農村の子ども
たちは.米や野菜や果物がつくられている織を自分の回
で見るととはできる。
私たちは但東町にも耕す文化が生きていると考えたい。
但東町Iの子どもたちは.但東町の風土とそこで生きて
いる人々とによって育くまれている。何によってどのよ
うに育くまれているのだろうか。私たちはζれからも但
東町を紡ずね地道にとの問題を探求していきたb、。
今後の当面の課題としては，とりあえず次の5つを考
えている。
表26 どんな手伝いや仕事をしているか
(上:;実数、下:%) 
全 体 小学校 中学校 男 女
食事の手伝い(食器洗い 9 9 3 9 5 9 2 1 7 7 
・ー. ..・ ・，
配膳、後片付け、など) 2 L 6 2 O. 5 2 J.8 8. 5 3 5. 8 
そうじ(玄関、庭、部屋 5 9 2 4 3 5 3 0 2 9 
-・. ..晶 ・ _. -_ . ... 
雑 1わがけ、など) 1 2. 9 I 2.6 1 2. 9 I 2.2 I 3. 5 
5 3 1 5 3 8 3 8 1 5 
風 呂 の !土 事 _'..・_._ー・ 4・， ・---_...・....・
1 1.5 8. 0 1 4.0 J 5.4 7. 0 
2 4 6 J 8 4 2 0 
洗 穫 - ・・・・-......'-
5. 2 3. 2 6. 6 1. 6 9. 3 
国側の仕事(草とり、農 1 6 5 1 I J 3 3 
業、山の仕事、など) 3. 5 2. 6 4. 1 5. 3 1. 4 
動植物の世話(犬、術、 1 0 8 2 5 5 .....・e・._." __.ー .・ 唱ー・4酔 司 -・ー・・・・・
鳥、花、など) 2. 2 4. 2 O. 7 2.0 2. 3 
B 7 6 2 
ぉ- つ tJ> L、 晶晶晶 ... ー・・・・ ，・4
J. 4 O. 5 2.6 2. 4 0.9 
6 3 3 4 2 
裁 縫
1. 3 1. 6 1.1 1. 6 O. 9 
4 3 2 2 
子 守 り -ー'0'-_ '" 噌晶 、
O. 9 1. 6 0.7 0.8 0.9 
3 2 2 
祖 父 母の 世 ~i5 . .・， 亭・ .‘ー・ー・ -.'_ ____0._ 
0.7 O. 5 O. 7 0.8 O. 5 
4 6 2 3 2 3 3 0 1 6 
その他いろいろ .冒一.-.・..._--_ ・ 4・‘ 
1 O. 0 1 2.1 8.5 1 2. 2 7. 4 
3 2 2 0 I 2 2 4 8 
な し -ー・・_-_.，.ー
6.9 1 0.5 4. 3 9. 9 3. 7 
I 0 1 4 2 6 0 6 7 3 5 
官E 解 答
2 1.9 2 2.1 2 2.0 2 7.3 1 6.3 
4 6 1 1 9 0 2 7 1 2 4 6 2 1 5 
d十 -・ ・_.， o.
1 00 100 100 100 100 
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1.但東町で暮している子どもやおとなの個々の具体的
な事実に出会いつつ.勝きとり重ねながらも.但東町
ICみられる子どもやおとなのくらしの有り織を解明し
ていく。
2.産育の研究をさらにすすめる。
3.子どもの遊びを直接に観察し，民主義しながら.-fど
も同士の関係，子どもとおとなとの関係を明らかκし
資料・アンケ ト調査資料
各位殿
1984 (昭和59)年1月初日
「アンケート調査の実施
についてのお願い 」
私たちは.ζのたび但東町の子どもたちを対象iζ、
子どもの遊びと友だち関係、子どもとおとしよりとの
関係を中心としたアンケー卜調査を実施する ζと10，よ
りました。つきましては大愛お忙しい乙とと存じます
が‘本調査の実施について、皆織のご協力をいただき
たく、 ζ乙にお願いする次第です。
私たちは、今年度から「農村ICおける子どもの生活
実態Ic関する研究ー特lζ子ども同士の関係を中心fC
-Jとし、う研究テーマでその研究ICとりかかりました。
ζの研究の目的は、子どもは子ども同士の切礎啄磨す
るなかで、社会生活Ic必要な多様な能力を獲得してい
くのだ、という考えのもとに.まず現代の子とも向上
の関係を明らかICする乙とlζあります。乙のようえCf
とも同七の関係も子どもの生活の全体のなかで、とら
えていきたも、と考えています。つまり、子どちの生活
の実態を知る必要があると思われます。
そ乙で、私たちは乙の春から但東町の中藤i也以の人
々や子どもたちにききとり調査を行ってきました。そ
しで、今回似東町の子どもたちを対象lζ.以下のよう
なアンケート調査を実胞する ζとになりました。
このような調倉はそれだけで十分なものといえませ
ん。私たちはこれからもいろいろ江角度から子ともの
生活を浮かびあがらせるような研究を、地道に噴ねて
いきたいと思います。ですから、今回の調査はこれか
らの研究の第一歩という乙とになりますo
払たらのアンケー卜調査の結果は分析しまとめたう
えで.ご協力下さいました方々に報告申しあげたいと
思いますaお忙しい ζとと存じますか、重ねてと協力
ωほどお願い巾しあげますd
(231 
ていく。
4 .親，保育者.教師をはじめとする子育てICかかわる
人々との出会いを大切にし，関係を深める。
5. r但東町広報Jr広報たんとうJの分析と考察をす
すめる。
なお本調査にと協力いただいた方々に末濯ながら深
〈感謝したい。
代表
娼智晴
大阪市立大学生活科学部児童学科
大阪市住吉区杉本3-3-139 
TEL 06 -692 -1231 (内線)3657 
実施要領
1. 調査目的
本研究の目的は以下のi通りである。
任} 子どもたちの遊びと友だち関係の一端を明らか
にする ζと。
② 子ともが学校、家庭と地峡をとう思っているの
か、その一端を明らかにする乙と。
③ 子どもが組父倍、 rJii親とどのように後している
のか、その一端を明らかにする ζとロ
fり以仁①から③を通して、今後の本研究のさらに
すすめるべき方向性を検討するための資料を得
ること。
2， 謂査対象
但東町の小学5・6年住(小学校3佼1と中学
生全員{中学校2~交}
3 調査JJ;}.
アンケー ト IC子ども本人か直接記入回答する。
4 調子写実fi画期間
昭如凶作l1J下旬-12月七旬
5. 調査結呆の集計分析
)才
)才
女 J
女)
そのほか〔 男
そのほか(男
且ーA，;-
8， 
童児
大阪市立大学の堀智晴、奈良文化女子短期大学
の泊緒子、四イ際殴学園女子短期大学の曽和信一
及びその各大学の学生等が行う。
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(6) あなたは学校でおもにどんなあそびをしていますか。
3つあげてくださし、。(侵業中はのぞく)
|あそび
だ れと 人陰 、. てコ ει で
(0をつ吋る) (0をつ吋る] (0をつ吋る3
同じクラス白子 休み時間 敏 室
閉じ宇億円子 政混後 ろうか
字俸のちかう子 そのはか 週動11
そのほD・
|一]
そのほか
Chしく'J. 
|同じクラスの子 休み崎間 敏軍
' 同じ字年の子 敏lI_ るうか
1字年のちがう子 そのほ{)・ 連動嶋
2 1そ由ほか [， n~ ， 'J その11'W' '' ~' ' l [' '' ~' ' J 
3 ! 
，1，"仁9ラスの子 休み崎間 敏章
lu'Iじ学年四千 at:1I. ろうかi字鞘ちがう子 そのほb‘ 還動.111
そのほか 人[わ~<] そ四ほか
[' '' ~'' J 
調査結果の報告
調査結果は報告曹としてまとめて、但東町小、
中学校、及び関係機関IC報告する。
アンケート用紙
(小学5・6年、中学生用)
(以上)
も.
生徒のみなさん食大食会会合会食会合公安食会会会食会
会 ζれはテストではありません。 あそびの ζと食
会友だちのことおじいさんおばあさんの ζと、な公
介どについておたずねします。ふだんしているこ食
会と、患っている乙とをそのまま書いてくださL、食
食会会食会合合合会会合食会食会食会食*~誉会会食食
なまえ(1) 
m あなたは学校から帰ったあと、ばんどはんまで、だ
いたいどんな ζとをしてすどしますか。 (3つまでえ
らんでくださし、)
女男
但東町 (
~Il 
所
?
?
?? ?
住
(2) 
(3) 
友だちと外であそぶ
友だちと家のなかであそぶ
ひとりで外であそぶ
ひとりで家のなかであそぶ
きょうだいとあそぶ
テレビを見る
何も しないでぶらぶらしている
「じゅく」や「りいζどとJICいく
週IC( 
。
???
?
??
?
?
?????
組
(5) あななといっしょIC住んでいる人についてあなたも
ふくめてOをつけ、お年を書いてくださし、。お年がわ
からなければだいたいでよいです。また、下の 7、8
の(男 女)のどちらかにもOをつけてください。
f手f小・ 中)学校(4) 
)回
しゅくだいをする
お手伝いをする
そのほか(くわしく ;
9 
10. 
1J 
(8) 学校から帰ってからのあそびゃ、日曜や学校の休み
の日のあそびを書いてください。
( 8一1)ひとりでどんなあそびをしますか。 3つあげ
てくださいロ
(24 ) 
?
?
????????
?
〔?????祖々父(ひいおじいさんj
祖々母(ひいおはあさん)
祖父(おじいさん)
祖母(おばあさん)
父
ぼ
子ども
子ども
子ども
子ども
子ども
??
? ?
?
?
?
?
???????
.•
• 
??
?
??
掲(智)他:農村における子どもの生活花関するー研究(Jl
あそぴ どζで (0をつける)
公園家の庭問畑山や川
神社家のなか道路はらっ1;"
そのほか(
公闘家の庭田畑山や11
2 神社家のなかよ直路はらっ，[
そのほか(
公箇家の庭回畑 1や川
3 神社家のなか道路はらうぱ
そのほか
(8 -2)きょうだL、や友だちととんなあそびをします
か。3つあけ、てくださし、。
あそび 。だれと (0 どとで( をつける) をつける)
きょうだい 公園家の陸自畑
クラスの子 山ゃ川 神社家のなか
近所の子 道路はらっぽ
そのほか そのほか
[くわし<:J
きょうだい 公園家の庭田il
クラスの子 山や川神社家のなか
近所の子 道路はらゥIf
そのほか そのほか
[くわしく:]
きょうだい 公園家の庭田畑
クラスの子 山や川神社家のなか
近所の子 道路はらっIf
3 そのほか そのほか
[くわしく:]
19) あなたが一番好きなあそびは何ですかe
(くわしく守
側 あなたが一番ょくするあそびは何ですか。
(くわしく:
間 あなたが次のあそびのなかで、乙れまでした乙との
あるものにO、今でもしているものには@をつけてく
ださb、
四 苦からあるあそびゃ、自分たちの考えた‘したあそひ'
を書いてくたさい。
???
???，?
あそび
0印
あそび
0司1 あそ び 。即 あ そび 011 
。印 。印 。即 。伺
魚つ り じん とり た E あげ たけ鳥
魚とり めん ζ し a う 5 かるたとり
かCめかCめ
虫とり ビ ー玉 本町実ひるい {はむいちも
もんめ}
本 のぼり お手玉 害す べり 重り つ 豊
勾ICC、E おはじき ささ舟誠 L Tj. わとび
か〈れんば 予 +-:/.1電ラ はじめの一事 ちょがみ
右砂り すも ヲ
"チン コ あぶりた し
【ゴムゆみ)
石町 げ 草花 づみ まま 亡と うですもう
カンげり あや と η おみせ亡、E 民とぴ
ゴムとび ιままわし きぜかえ ケン"あそび
tくわしく:
13) あなたの友だちの名前をおしえてください。はじめ
の3人は仲のよい順11:書いてください。
名 前 学年 性別 <0をつける)
年生 ( ~ 女)
2 年生 (男 女)
3 年生 (男 女)
4 年生 (男 女)
5 年生 (男 女 1
(1副 あなたはふだんた‘いたい何人ぐらいの友だちとあそ
んでいますか。
1. 自分ひとりであそぶ
3. 3人であそぶ
5. 5人以上であそぶ
2. 2人であそぶ
4 4人であそぷ
15) あなたは仲のよい友だちが何人ぐらいいますか。
1. ひとり
4. 4人
2. 2人 3. 3人
5. 5人以上 6. いない
(16) とくに仲のよい友だちはどんは友だちでZすか。ひと
つだけえらんでください。
1. 同じクラスの友だち
2. 前lζ同じク ラスだった!:i.だち
3 近所の友だち
4 同じ学年の友だち
5. 途った学年の友たち
(25) 
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6. クラブの友だら
7. rじゅく jや『けいとごとJの友だち
8. そのほかの友だち(くわしく;
9. とくに仲のよい友だちはいない
間 あなたはとれから仲よくはりたい人がいますか。
?????
?，?、
?
? ? ????
???
???
?
? ?
?
U日 あなたは仲のよい』えだちと仲がわるくなった乙とが
ありますか。
1 はい 2.いいえ
ト→わけを書いてくださいの
I (くわしく :
Lーもう一度仲よくはりたいですか
1. ，ま L、 2. いいえ
。司 あなたは学校をどう思いますか。 lつえらんでOを
つりてくたさい。
??
?
?? ?? ???
??
?????
?
?
? ?????
? ??? ? ?????
????
?
?
? ?
?????????
3. どちらともいえはい
4. 少しつまらない
4と5のわけにOをつけ
る(3つまで)
-1 友だちがいはい
2. 友だちにいじめら
れる
3. 勉強がきらいだ
4. 先生がきらいた.
5. t受業がわからない
6. 給食がきらい
7. 行事がきらい
8. 楽しいととがない
5. とてもつまらない
????????????
?
? ? ?
?
(J9ー 1)あなたは学校を楽し くするために、どんはζ
とをしたらいいと思いますか。
くわしく食会食合食合*食食食会合食食食会合会
????? ????
?
*****令**-tr****~注*******
側 あなたは自分の家のととをどう恩いますか。 1つえ
らんでOをつけてくたさい。
1. とても獲しい
2 少し楽しい
3. どちらともいえない
4. 少しつまらない
5 とてもつまらえEい
(26) 
lと2のわけにOをつけ
る(2つまで)
1. 綬が自分の乙とを
わかってくれる
2. 家族がよく話しあ
つ
3. 家族であそびK出
かける
4 家族でいっしょに
仕事をする
5. H.きなととができ
る
6 くつろげる
7. そのほか
「? ? ?
， 、? ??? 、?
4と5のわけにOをつけ
る(2つまで)
1 貌が自分の乙とを
わかってくれない
2 家族があまり錯し
あわない
3 家の手伝いをさせ
られる
4. 帰った時lζ家にだ
れらいほい
5. ~子きな乙とができ
編(智)他:~村 ICおりる子どもの生活に関する一研究(1)
ない
6 くつろけない
'-7. そのほか
「
?
?
?
?
????， ，、「?
?
? ?
白1) あなたはお父さんやお母さんと、おもにどんな請を
しますか。3つまでえらんでくたさい。
[お母さんと]
i 学校や勉強のとと
2. 友だちの乙と
3. 家族の ζと
4 臼分のにEやみごと
5. テレビや新聞で話題1:な っている乙と
6. 家族で楽しむどらくやレクレーションの乙と
7. 家の仕事の乙と
8. 自分の将来の乙と
9. そのほか (くわしく;
lお父さんと1
l. 学校や勉強の乙と
2 友だちのζと
3 家族の乙と
4 自分のなやみどと
5， テレヒや新聞で話題には っているとと
6. 家族で楽しむとらくやレクレーションの乙と
7. 家の仕事のこと
8. 自分の将来の乙と
9. ぞのほか{くわしく.
ω あなたは自分の住んでいると ζろをどう思いますか内
lつえらんでOをつけてくださL、。
!と 2のわけにOをつけ
る(2つまで)
1-1 白然(山、川、宅
気がきれしのにめぐ
まれている
2 近所つきあいが深い
3. (，中のよい友だちが
で'きる
4 あそぶ場が多い
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l とてもよいととろ)-， I 5 文化しせっ(コミ
じ'1 :1.ニティ ・センター
| など)がある
2 少しょいところ ・一一J 1-6. そのほか(うえの
ほかにあなたの巧え
があれば、ぜひ響い
てくださLリ
3 どちらともいえ江い
4. 少しいやなと ζろ 4と5のわけにOをつけ
る l2つまで)
l 気候がきびしい
2. 近所つ守きあいがわ
すらわしい
3. 買物が不使
4. 友だちが少ない
5. 交通が不使
6 毎日の生活に変化
が少ない
7 そのほか Lうえの
ほかにあなたの考え
があれば、ぜひ，小、
てください)
5 とてもいやなと ζろ
間 あなたはいま住んでいると ζろに、乙れからもすゥ
と住みたいと思いますか。ひとつえらんでOをつけて
ください。
l ぜったい一生乙ζIL住みたい
2. できれば一生ζ乙lζ住みたい
3. とちらともいえない
4. できれば別のと ζろにかわりたい
5 できるだけ弔くど乙かへ行きたい
凶 あなたは家の手伝いや仕事をよくしますか。
l よく手伝う
2. ときどき手伝う
3 どららともいえたEい
4 あまり手イ:z;わない
5 まったく手伝わ匂い
開 あなたは家でどんな手伝いや{f容をするかをきいて
(27 ) 
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ください。そのなかで、自分の仕事として決められて
L、るものには。をつけてください。
????? 、 ，
????
???
凶 あなたは将来おとなになったらどんな仕事をしたい
と思いますか。希望を三つ習いてください。
第一希望 (わかりやすく:
第二希望 (わかりやすく;
第三希望(わかりやすく:
間 あなたはおじいさんやおばあさんといっしょにくら
した乙とがありますか。ひとつえらんでOをつけてく
ださい。
1 今、いっしょに くら している
2 前はいっしょにくらしていたが、今はべつべつに
くらしている
3. いっしょにくらしてはし、ないが、すぐ近くに往ん
でいるので、行ったり来たりしている
4. 遠く1:住んでいるが、よく会う
5. 逮くIC住んでいるので、めったに会う ζとはほい
6. そのほか{くわしく
側上で|、と ζたえた人だけ次の質問 (28-I ;から28
-5まで)Icζたえてください。
(おー 1)それはお父さんの方のおじいさん ・おばあさ
んですか、お母怠んの方のおじいさん ・おばあ
さんですか。
l お父さんの方
2. お母さんの方
3. お父さんの方とお母さんの方との両方
4 そのほか(くわしく:
は8-2)おしいさんやおばあさんといっしょにくらし
ているのはいつからですか。
1. 自分が生まれた時から
2. 今からおよそ( )年前に
(28-3)るなたのおじいさんやおばあさんはふだんは
どうしていますか。 2つまでえらんでOをつり
てください。
1. 仕事をしている
2. 家で手伝いをしている
3. 家で好きなζとをしている
4. 病気でねたりおきたりしている
5. そのほか fくわしく;
(28-4)おじい8んやおばあさんとあなたがおもにい
っしょにするのは何ですか。 2つまでOをつけ
て〈たさ ~I.
l 食事
2. テレピ
3 おふろ
4 家の仕事 {くわしく;
5. 外出
6. そのほか(くわしく:
(28-5)あなたはおじいさんやおばあさんとおもICど
んな話をしてb、ますか。 3つまでOをつけてく
ださし、。
1 学校や勉強のζと
~. 友たちの乙と
3. 家康のとと
4 普の話
5目 自分のなやみや心配どと
6. テレビや新聞の話題
7. 家の仕事の ζと
8 そのほか(くわしく:
四 あなたのおじいさんやおばあさんと誘をしたり、何
かする乙とが好きですか。[乙の聞いもおじいさんや
おばあさんといっしょにくらしている人だけ答えてく
ださいl
l たいへん好きだ
2. 少し好きだ
3. とちらともいえない
4 少しいやだ
5 たいへんいやだ
(29ー 1)そのわけを次の江かから、 3つまでえらんて
Oをつりてください。
1. いろいろ自分のことを世話してくれたり、教え
てくれるから
2 ~の話をいろいろ聞かせてくれるから
3. お乙すかいやプレゼントをくれるから
(28) 
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4 い勺しょにいるとなんとなく楽しいから
5. 行きたいところへつれて行ってくれるから
6. おじいさん ・おばあさんとお父さん・おほさん
と意見があわないから
7. 世話をやきすさるし、おせっかいだから
8 自分とは話かあわないし、つまらなし、から
9 めったに会うことがないので、よくわから広い
10. そのほか(くわしく: ) 
f乙れからの問いには、おじいどきんやおばあさんといっ
しょIrくらしている人も、くらしていない人も答えてく
ださいJ
側近所で会ったり、よく見かけるお年よりと話をした
り.いっしょに何かをする乙とが好きですかq
1 1.こいへん好きに
2. 少し好きだ
3 どちらともいえない
4 少しいやた
5. たいへんし、ゃだ
(30-1 )そのわけを次のなかから、九 つまでえらんで
。をつけてください。
l 昔のおもしろい訴を聞かゼてく れるから
2 級切にしてくれ忍から
3. 長い人生を歩んできた人たし、 乙れまで社会を
つくってきた人だから
4 おせっかいでいろいろ文句を言うから
5 舟分とは話があわはいし、つまらはいから
6. 子どもの気持ちがわからはb、から
7 自分とはあまりかかわりがなし、から
8 そのほか(くわしく:
。IJ 乙れまでお年より(自分の才Jじいさん、おはあさん
近所の人や見知らぬ人)のたれでもいいですから、あ
心たが「してもら勺たこと」や{してあげた乙とJで
すζ くうれしかったζとや心に残っているととがあ内
屯すかn
1.は L、 2. いいえ
2J:Jー
1 a ~、 2 いいえ
→それはどんなととですか。思いつくたけいく
つでもかまいませんから書いてくたさい。
??
??
?
??
， ? 、?
』
?????
?
乙れで終わりです。長い時間、本
当にありがとうございましたー
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Summary 
A questionary survey was conducted in 1984 on these points. 
Samples were 190， 5th and 6th grade children in 3 elementary schools and 271，心1grade pupils in2 secondary schools 
at Tanto-cho in Hyogo Prefecture. 
1. plays of children in the schooL 
2. plays of children in the rural community. 
3. relations of children. 
4. children's viewpoints on theIr school， family， and community. 
(30) 
